

























品と第五歌集『夏のうしろ』の作品を取り上げ 。まず、京都大学在学時の歌を「初期作品」と位置づけた上で、掲載誌から抽出し、それらを丁寧に解釈し分析を行う。さらに分析を通し、後の栗木短歌における「社会詠」 、主に第五歌集『夏のうしろ』にどのように継承されるのかについて私見を述べる 尚、本稿に引用する作品に付した傍線はすべて稿者による。
二、挫折から短歌創作へ
栗木は昭和五十年四月、京都大学の中央食堂古書市で偶然、短歌結社誌『コスモス』を購入し、短歌に惹かれ「コ











感を表し、その外にいる白衣姿の人達がテニスをしている姿が伸びやかで楽しそうな印象を表し、対比を成している。二首目は「物理を学ぶ人は優しい」と作者 「君」に言っており、甘い恋の印象を与えるが、それだけではないようである。栗木によると、理学部の授業であった一、 二年生の化学実験にはまったくついていけず、お荷物の自分と組みたがる人はいなかった。そのため、大学院生、ドクターコースの若い男子学生と組み、素直な栗木の態度に気をよくした彼らに全部やってもらった。やってもらうから、成績はそんなに悪くないが、精神的にはすごく惨めだった。さらに、この実験での体験を通し 世の中 ずるい生き方を学んでしま たような気もしたと述べてい
（３）
。このよう















気の弱く模糊と笑ひて過しし日寝床に入りて大き嚔す横伏せば足裏温き春にし 今宵は夢を見ず眠 たきキヤンパスに夜更けて立てる看板のそこだけ著く雨降りつけぬもみ合ひてデモ行進する学生ら生生 きもの投げあふごとし風渡る林に君と居るときも貧しき自己に震へてゐたり
二首目の「横伏せば足裏温き春にして今宵は夢を見ず眠りたき」以外は歌集には収められていないが、ここで着目











































一首目では、 「バーナーに火ともしくるる人」 、恐らく男子学生と「食細き我」の「手」に注目している。 「手」の















































































の五首である。 「学友よ、 」 「蔑
さげす
まれ」の二首以外は、 歌集には収められていない。これらの歌には「 （立て）看板」 、 「デ













































五歌集『夏のうしろ』である。本歌集の「社会詠」テーマである世界各地の紛争やアメリカ同時多発テロ関連、北朝鮮の拉致問題などは、テレビ等のメディア 情報を基に詠まれてい 。当時の栗木は安全な日本国内におり、問題の「外」にいる。栗木は「問題の外にいる立場から詠む社会詠」を得意としており、それは栗木短歌の特徴であるともいえるだろう。栗木は常に「傍観者」の立場から冷静に「現象の内」を分析し詠む。その原点といえる体験が、掲出歌にみられるよ に、京都大学在学中の「学内紛争」にあったのではないだろうか。ここで「傍観者」の定義について述べる。 『広辞苑』 （岩波書店）では「そ ことに関わらないで傍らでみ 者」と定義している。しかし、栗木はこの定義通りの「傍観者」では いことをここで一言記しておきた 。 『夏のうしろ』で、佐田公子が栗木の「社会詠」について述べているので以下に引用 たい。
栗木の社会詠は、日常のお茶の間から得た情報を、自己に引きつけてストレートに時には斬新な喩によって詠んだものである。だからメディアから得られた生生しい事件事象が、栗木の歌となって表出されたとき、その独自性に圧倒され、栗木と共にその事件事象を追体験することとなる。 （中略）
今更言うまでもないが、社会詠の難

























































































次に、 前章を踏まえながら、 栗木作品の特質とされる 「社会詠」 の原点とその萌芽を初期作品に探った。 「二十歳の譜」
を始め、京都大学在学中に詠んだ歌には、当時の栗木の身近にあった「大学紛争」がテーマのものがあった。 「短歌」と出会った栗木は 生だった自身の日常を詠んでいき、そして自らが感じている疎外感や孤独感、劣等感といった実感を歌材としながら、心の深奥にあるものを素直に歌にし 詠んでいく。さらに「学内紛争」を通して、 「傍観者」の立場で冷静に「現象の内側」を分析して詠んでいるという点に着目した。その結果、こうした体験 栗木は「現象の表面ではなく内側」を詠む視点や表現技法 養った ではないか、という 論に至った。
最後に、これらを踏まえた上で、社会詠が数多く詠まれた第五歌集『夏のうしろ』の作品群に目を転じて考察を加













（7）『コスモス』 （昭和五十年十月号）一四六頁。（8）『コスモ 』昭和五十年一二月号）一四七頁。（9）『コスモ 』 （ 一 月号）一四九頁。（10）『コスモ 』 （昭和五一年二月号）四四頁。（11）『コスモ 』 （昭和五一年二月号） 三二頁。（12）『コスモ 』 （昭和五一年六月号）一五三頁。（13）『コスモ 』 （昭和五二年 月号）一五九頁。（14）社会詠については、坂井修一が『岩波現代短歌辞典』 （岩波書店、平成一一年） 、 「社会詠」の項で以下のようにまとめている。
近代以後、個人の感情生活や心理を掘り下げることが短歌の中心的テーマであったが、実社会への批判精
神の欠落を危ぶむ声は古くからあった。狭義の社会詠は、インフレやストライキなど社会事象そのものを直接に歌ったもの。広義に 、素材や詠風の具体性 有無によらず、社会を見たり批判したりする回路を示した作品を社会詠といってよい。






（20）佐田公子「 夏のうしろ』の発展――社会詠と日常詠の深化」 『栗木京子の作品世界』短歌新聞社、平成二〇年）二八三、 二八四頁。
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36
（21）例えば、 註
（4）で紹介した小題「貧しき自己」の「風渡る林に君と居るときも貧しき自己に震へてゐたり」である。
大学紛争の輪に入れないことに対して、自己と向き合い歌に詠んでいる。（22）註
（17）に同じ。
（23）註
（11）に同じ。
（24）栗木京子『夏のうしろ』 （短歌研究社、平成一五年）一七七頁。（25）註
（24）に同じ。九頁。
（21）註
（24）に同じ。六九頁。
（27）註
（24）に同じ。八頁。
（28）註
（24）に同じ。一二九
（21）註
（24）に同じ。一四四頁
一六
